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        「高校時代の私を振り返って」         教諭  梅林 怜史  
 

「一月(いちげつ)往(い)ぬる二月(にげつ)逃げる三月(さんげつ)去る」という言葉があるように、１～３月はあっという間に過
ぎてしまう。高校時代を振り返ると、特に３年生のこの時期は本当にあっという間だった。 

１月、センター試験（現大学入学共通テスト）に失敗し、自分が行きたかった大学への道は閉ざされた。それでも、良
い判定の出る国公立大学を見つけて必死に勉強した。２月の下旬、国公立大学の前期試験に挑んだが、得意の数学で失敗
した。卒業後も朝から登校し、前期試験の合否を待ちながら後期試験に向けて勉強した。前期試験の結果は、不合格だっ
た。焦りと不安で胸が押しつぶされそうな中、後期試験でも同じ大学を受験した。募集人数は３人で、例年倍率は 10 倍を
超えていた。受験科目は苦手な小論文で、過去問を何度も解いて対策した。結果は合格だった。泣きながら喜んだ記憶が
ある。 

１～３月は、毎年このことを思い出すと同時に「もっと勉強しておけばよかった」などと後悔する。特に「勉強する方
法」を勉強しなかったことに後悔している。やみくもに勉強しても結果に反映されにくい。各科目の勉強方法はもちろん
だが、継続して勉強する方法や目標の設定方法などを勉強することで、効果的に結果に結びつく。 

私は自分の行きたかった大学には行けなかったが、それでよかったと思う。私が通った大学は、社会科教育界や日本史
の専門分野で有名な教授が在籍しており、その方々から貴重な講義を受けることができた。何より、受験期に目の前の現
実から逃げずに勉強して得られた忍耐力で、専門的で難しい講義でも粘り強く取り組むことができた。自分が置かれた環
境の中で、その環境を受け入れ、何を目的にどう頑張るかが大切である。 

最後に、勉強は自分の可能性を切り拓くために必要だと思う。勉強することで、自分の進路実現を確実にする以外に、
苦手な教科でも粘り強く取り組む忍耐力や課題解決能力など社会に出たときに生き抜く力を高めることができる。皆さん
には自分の可能性を自分の手で閉ざさず、切り拓いていける人になってほしい。 



            

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月６日に行われた校内マラソン大会。１・２年生が参加し、自己記録更新に
向けて伯方分校特設コースを走り抜けました。 

本校では男子 3,000m、女子 1,800ｍの校内コースを周回するマラソン大会
を実施しています。生徒たちは、１・２月中の体育の授業で、時間走やペース走
の持久的練習に合わせて、タブレットを用いて、走るフォームや呼吸法なども
学習しました。そのおかげで、持久力は大きく右肩上がりで、最初は体育の授
業が憂鬱だった生徒が、少しずつ授業に前向きに取り組んでいく姿勢がみえま
した。 

今回のマラソン大会は、前日の雨によっ
て 1 日延期という形で行われました。本番
当日、体の調子と天候も良く、最高のコン
ディションで大会を迎えることができまし
た。スタートの合図が鳴るまでとても緊張
していましたが、合図が鳴り、走り始める
と、楽に走ることができました。この日 1
位を取るために毎日、1 時間の自主練習を
していたので、自信はありました。結果は 1
位でした。今回のマラソン大会で学んだこ
とは「走る楽しさ」です。時間走やペース走
などの練習をすることで、ほぼ毎回の授業
の計測で自己ベストを出すことができたの
です。来年も自己ベスト更新したいです。 

校内マラソン大会 

男子（3,000m） 
１位 村上 奏音（１年１組）１０分４８秒 
２位 福家 良悠（２年１組）１０分５６秒 
３位 森野 裕介（１年１組）１０分５７秒 
４位 小西 涼晴（２年２組）１１分３９秒 
５位 影山 煌友（２年２組）１１分４７秒 
６位 新谷 莉空（２年１組）１１分５５秒 

女子（1,800m） 
１位 幸島 夕奈（１年２組） ７分３１秒 
２位 渡邊 娃奈（２年２組） ８分０４秒 
３位 児玉 冬花（１年１組） ８分１８秒 
４位 玉井 梨凪（２年１組） ８分２１秒 
５位 赤瀬 楓佳（１年１組） ８分２１秒 
６位 渡邊  心（１年２組） ８分２６秒 

持久走では回数を重ねるにつれ
てタイムが縮まるのがとても楽し
かったです。また、走りのフォーム
や呼吸法はどんなものが自分に合
っていて１番走りやすいかなどを
探りながら走ることも頑張りまし
た。さらに、この持久走を通して、
我慢することを学びました。走っ
ている途中にしんどくなったり、
途中で止めたくなったりした時に
我慢することで、タイムが更新し
自分自身が成⾧したんだなと感じ
ました。 

マラソン大会本番では、表彰される６位に
入ることと 8 分前半で走ることが私の目標で
した。体育の練習も頑張り、測定では、毎回ベ
ストを更新してきました。大会の日は 8 分 21
秒で５位でした。目標は達成したのですが、
ゴール直前で抜かれて 5 位になってしまった
のが本当に悔しいです。目標を達成できた嬉
しい気持ちよりも、悔しい気持ちの方が大き
いので、来年に向けて、休みの日には少し走
ったりして、体力をつけて頑張りたいと思い
ます。マラソンはとてもしんどいですが、そ
れよりもベストを更新することが、とても楽
しいので来年はもっと頑張りたいです。 

体力が無い私は⾧距離にとても苦手意識がありました。しか
し、自己ベストを更新するなど自分の力がついていると目に見
えたので、毎回目標を決めて持久走に挑みました。マラソン大会
当日は、9 分を切ることを目標にしていたけど、後半、体がもた
ずスピードが落ちてしまい 8 分台にいけなかったのがすごく悔
しかったです。来年は目標を達成するために体力をつけたり、フ
ォームや呼吸法の良いものを見つけたりしていきたいと思いま
す。体育の授業や部活動でも頑張っていきたいです。 

マラソン大会が始まる前は、こけてし
まうかもしれない、脚が痛くなるかもし
れないと不安と緊張でいっぱいでした。
スタートと同時に勢い良く前に出ると決
めていて、ピストルが鳴ると我武者羅に
先頭に出ました。走っていると、だんだ
ん脚が重くなり息も切れてきて、かなり
しんどかったです。しかし、授業で行っ
たことや中学校での出来事を思い出だす
と、スタートの時よりもスピードが出て
きてゴールに向かって走り切ることがで
きました。また、目標にしていた１位な
ることを達成できて良かったです。来年
も 1 位になれるように頑張りたいです。 

1 年男女アベック優勝!!1 年生が上位に多く、来年のマ
ラソン大会で更なる記録更新に大きく期待です! 

第７４回卒業証書授与式 
３月１日（金）、第７４回卒業証書授与式が行われ、３年生２５人が伯方分校を巣立ちました。在校生はもちろん来賓の方も昨年より多く足を運

んでいただき、とても緊張感ある卒業式となりました。卒業生の皆さんのこれからのご活躍をお祈りいたします。 


